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オオセグロカモメ Larus schistisagus は主にオ
ホーツク海沿岸，カムチャツカ半島東部沿岸，千島
列島および日本海北部沿岸等で繁殖する（Olsen & 
Larsson 2004；Brazil 2009；日本鳥学会目録編集
委員会 2012）．近年，国内の主たる繁殖地である
北海道において本種の繁殖数が減少しており（環境
省自然環境局生物多様性センター， 2016，2017；
Senzaki et al., in press），道内の正確な営巣数と
その変動の把握が必要とされている．筆者らは，近
年営巣数の報告がない礼文島トド島における本種の
繁殖数を踏査により調べた．

2018 年 6 月 1 日に海鳥調査のためトド島に渡
り，3 日まで滞在した．トド島の地形や植生につ
いては長谷部・先崎（2016）に詳しい．踏査は 6
月 3 日の午前に行った．島の海岸斜面の尾根上を
1 時間ほどかけて徒歩にて一周し，斜面および岩
礁にある巣を双眼鏡を用いて目視した．道北域で
は，6 月初旬はオオセグロカモメの抱卵期に当た
る（Kazama et al., 2016）．巣の計数の際には，
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Abstract. Nest numbers of Slaty-backed Gulls Larus schistisagus and Japanese Cormorants Phalacrocorax 

capillatus on Todo-jima, Rebun Island, were counted on 3 June 2018 by searching the coastline of the is-

land. The total nest numbers of gulls and cormorants were 428 and 72, respectively. 

斜面や岩礁上に置かれた巣材の上で抱卵するオオ
セグロカモメの個体数を記録した．この時，参考
として，オオセグロカモメと同様の手法でウミウ
Phalacrocorax capillatus の巣数も数えた．

オオセグロカモメとウミウの営巣数の分布を図 1
に示した．オオセグロカモメの巣は島の北側の海岸
を除き，島全域の海岸斜面の尾根（図 2A）や断崖（図
2B）に点在した（図 1）．合計営巣数は 428 巣であっ
た．ウミウの巣は島西部および北西部の断崖（図
2C）と岩礁（タタキ岩，図 2D）にのみ確認され，
その合計は 72 巣であった（図 1）．

トド島のオオセグロカモメについては，今野・千
嶋（2019）が 1996 年と 2000 年時点の生息状況
を報告している．それによると，巣の分布範囲は本
研究とほとんど同一であり，生息個体は 1996 年 7
月には約 600 羽，2000 年 6 月には約 250 羽と報
告されている（今野・千嶋，2019）．これらが全て
繁殖個体であったと仮定すると，営巣数はそれぞれ
300 および 125 程度と推定される．本研究におけ
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る 2018 年の営巣数（428）は，かつての報告数を
上回った．本研究と今野・千嶋（2019）では計数
時期や方法が異なるため営巣数の単純な比較はでき
ないものの，ここ 20 年ほどの間トド島における本
種の営巣数は安定もしくは増加傾向にあった可能性
がある．

北海道ではかつて数百～千数百巣規模の営巣

図 1. 礼文島トド島におけるオオセグロカ
モメとウミウの営巣分布と営巣数．図中の
数字はオオセグロカモメの営巣数，丸で囲
まれた数字はウミウの営巣数を表す．矢印
とアルファベットは図 2 における写真撮影
方向を表す．
Fig 1. Number and distribution of nests 
of Slaty-backed Gulls and Japanese 
Cormorants on Todo-jima, Rebun Island. 
Numers and numbers enclosed within a 
circle indicate nest number of the gulls 
and the cormorants, respectively. Arrows 
indicate photographic direction in Fig 2.

図 2. 礼文島トド島におけるオオセグロカモメ（A および B）とウミウ（C および D）の営巣地．アルファベットは図 1 における撮影
方向に対応する．A は風間健太郎が 2018 年 6 月に撮影，その他は風間麻未氏が同年 7 月に撮影．
Fig 2. Nesting areas of Slaty-backed Gulls (A and B) and Japanese Cormorants (C and D) on Todo-jima, Rebun Island. 
Alphabets correspond arrows indicating photographic direction in Fig 1. A was photo by Kentaro Kazama in June 2018, and 
others were photo by Mami Kazama in in July 2018.

地が主に北部や東部に点在していたが（Osa & 
Watanuki, 2002），ここ 20 ～ 30 年ほどの間に営
巣数は激減し（環境省自然環境局生物多様性セン
タ ー，2016，2017；Senzaki et al., in press），
2017 年には北海道レッドリストにおいて本種は準
絶滅危惧種に指定された（北海道，2017）．現在
本種の国内最大規模の営巣地とされる知床斜里側
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と羅臼側の営巣数は 2015 年時点でそれぞれ 400
あまり（環境省自然環境局生物多様性センター，
2016），それに次ぐ規模の利尻島の営巣数は 2012
年時点で 250 ほどと報告されている（Kazama et 
al., 2016）．2018 年におけるトド島の営巣数はこ
れらに匹敵する規模であった．今後も同地の営巣数
変動を継続的に調査する必要があるだろう．

2018 年におけるウミウ営巣分布は，島北部を
除いて一円での繁殖が確認されていた 2000 年の
調査結果（今野・千嶋，2019）より縮小したもの
の，2015 年の調査結果（長谷部・先崎，2016）
とは同様であった．また，営巣数については 1996
年および 2000 年（どちらも約 180 巣，今野・千
嶋， 2019）や 2015 年（128 巣，長谷部・先崎，
2016）よりも少なかった．今後も継続的な営巣数
調査を行い，より長期的な変動を明らかにする必要
がある．
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